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令和５年度「公立藤田総合病院特定事業主行動計画」の実施状況及び女性の活躍状況の公表 

 

 公立藤田総合病院では、次世代育成支援対策推進法（平成 15 年法律第 120 号。）及び女性の職業生活

における活躍の推進に関する法律（平成 27年法律第 64号。以下「女性活躍推進法」）に基づき、すべての

職員が働きがいをもっていきいきと活躍できる職場をめざし、「公立藤田総合病院特定事業主行動計画」

を策定・実施しています。今般、女性活躍推進法第 19条第6項に基づき、行動計画の実施状況を以下のと

おり取りまとめましたので公表いたします。 

 あわせて、女性活躍推進法第 21 条の規定に基づき、公立藤田総合病院における女性の活躍状況を公表

いたします。 

 

 Ⅰ 特定事業主行動計画の実施状況                                            

 公立藤田総合病院特定事業主行動計画（令和3年度～令和7年度）における「女性職員の活躍推進」、「就

業継続・仕事と子育ての両立」、「ハラスメントを許さない職場の実現」の各項目についての実施状況及び目

標値については、以下のとおりです。 

 

１ 女性職員の活躍推進 

（１）受験者増加に向けた取り組み 

 ①職員採用試験における受験者の増加に向けた取り組み 

学生向けの病院見学の受け入れや、定期的に開催される募集説明会などに参加し、積極的に採用活

動を実施しました。 

 

採用試験受験者に占める女性の割合 

職種 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 

全体 61.5％ 70.4％ 68.2％ 64.7％ 

医師 27.3％ 42.9％ 25.0％ 30.8％ 

看護職 100.0％ 100.0％ 100.0％ 91.7％ 

医療技術職 63.6％ 70.0％ 80.0％ 77.8％ 

事務職 38.5％ 50.0％ 100.0％ ― 

 

 ②女性受験者数を維持し、男性も受験しやすい体制作り 

広報誌やインターネットなどを活用し、女性にとっても魅力的な職場であることを積極的に周知しまし

た。 

  

採用した職員に占める女性職員の割合（４月１日現在） 

令和 2年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 

71.4％ 82.8％ 85.2％ 90.0％ 72.7％ 

 

 



 (2)女性のキャリアプラン確立のための取り組み 

 ①女性が活躍できる職場作り 

看護職を中心に就業段階に応じた体系的な職員教育を実施し、将来の管理職候補者の育成のため、

師長（課長）、主任（係長）などのライン職等への積極的な登用を実施しました。 

女性管理職のロールモデルとなる職員へのインタビューを院内報やホームページへ掲載するよう努め

ました。 

男性職員に対して育児関連休暇や育児休業の積極的な取得を促しました。また、休業等を取得した男

性職員のインタビューをホームペ－ジ等へ掲載し、育児休業暇等の周知を図り、休業等を取得しやす

い環境作りに努めました。 

 

男性職員の育児休業取得率 

初期値（Ｒ１） 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 目標値（Ｒ7） 

0.0％ ― 50.0％ 75.0％ 100.0％ 

 

②長期休暇を取得している職員の登用方法の検討  

   長期間休職した職員に対して復職前に面談等を実施し、休業からのスムーズな復帰を支援するとと

もに、復職後のキャリアデザインを主体的に考える機会を設けるなど、円滑に職場復帰できる環境

作りに努めました。 

 

  ③職員のキャリアパスを意識した計画的な育成 

   男女共に外部研修等への積極的な参加を促した。また、出産後、復職した後に研修を受ける機会を

与えるなど柔軟な人材育成を実施しました。 

   出産前の面談、育児休業中に情報提供をするなど、スムーズな職場復帰を促した。今後は、時間的制

約等がある職員も着実にキャリア形成できるよう、管理職員の意識改革を促すためのセミナーを開

催するように取り組んでいきます。 

  

 ④管理的地位に占める女性職員の割合向上 

将来の管理職候補者の育成のため、師長（課長）、主任（係長）などのライン職等への積極的な登用を

実施しました。 

人事異動等に関する意識調査を実施するなど、職員の能力や経験、適性、意欲に主眼を置く育成に

取り組んでいきます。 

 

管理的地位に占める女性職員の割合（課長級以上）                        （４月１日現在） 

職種 初期値（Ｒ2） 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 目標値（Ｒ７） 

全体 35.4％ 32.7％ 32.7％ 32.1％ 32.1％ 50.0％ 

医師 18.2％ 18.2％ 15.4％ 15.4％ 15.4％ 50.0％ 

看護職 80.0％ 78.6％ 78.6％ 78.6％ 78.6％ 75.0％ 

医療技術職 25.0％ 25.0％ 50.0％ 50.0％ 50.0％ 50.0％ 

事務職 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0％ 50.0％ 

 



各役職段階にある職員に占める女性職員の割合（４月１日現在） 

役職段階 職種 令和 2年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 

部長級 

医師 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 

看護職 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

医療技術職 ― ― ― ― ― 

事務 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 

技能職 ― ― ― ― ― 

課長級 

医師 23.5％ 23.5％ 19.0％ 19.0％ 20.0％ 

看護職 78.6％ 76.9％ 76.9％ 76.9％ 76.9％ 

医療技術職 25.0％ 25.0％ 50.0％ 50.0％ 50.0％ 

事務 0.0％ 0.0％ 0.0% 0.0% 0.0％ 

技能職 ― ― ― ― ― 

係長級 

医師 0.0％ 33.3％ 0.0% 0.0％ 0.0％ 

看護職 92.6％ 93.1％ 93.3％ 88.2％ 86.7％ 

医療技術職 40.0％ 40.0％ 12.5％ 30.0％ 30.0％ 

事務 38.5％ 33.3％ 30.0％ 45.5％ 40.0％ 

技能職 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 

 

 

２ 就業継続・仕事と子育ての両立 

（１）両立支援制度の導入と制度の利用や復職がしやすい環境作りの取り組み 

①育児休業制度及び育児についての理解を深める体制作り 

子どもが生まれる予定の職員に育児休業制度を周知し、所属長面談を実施して育児休業の取得を促

しました。 

制度の利用希望者に対して、具体的な手続き方法や取得期間中の経済的支援などについて情報提

供を行いました。 

外部講師を招聘し、管理職を対象とした「イクボス研修」を実施しました。 

 

②柔軟に休業を取得できる体制作り 

男性の育児休業等の制度改正を実施し、制度を周知するなど、制度を利用しやすい職場環境づくり

に努めました。 

育児休業等の取得の申し出があった場合、当該部署において業務分担の見直しを行い、休業等を取

得しやすい職場環境作りに努めました。 

外部に委託し、病児保育を院内で受けられる体制を整えています。また、子の看護のための休暇等の

制度改正について周知するなど、制度を利用しやすい職場環境づくりに努めました。 

各部署長が長期休暇者へ連絡し、近況報告や相談などができる環境の整備に努めました。 

 

（２）ワーク・ライフ・バランスの推進及び超過勤務時間縮減に向けた取り組み 

①休暇取得の促進 

年次有給休暇の平均取得日数を職種ごとに公表して、休暇取得を促しました。 



計画表を用いた計画的な休暇の取得を促していきます。 

休暇ガイドブックを作成し、職員への休暇制度の周知に取り組んでいきます。 

ダブルアサインメント（１業務２人担当制）を意識した業務分担を図りました。 

 

年次有給休暇の平均取得日数 

初期値（Ｒ1） 令和３年 令和４年 令和５年 目標値（Ｒ７） 

6.6日 8.2日 8.9日 9.6日 14日 

 

②離職率改善に向けた取り組み 

病院見学時に、業務内容等を詳細に説明するなど、採用時のミスマッチ軽減への取り組みを実施し

ました。 

人事考課制度の整備を図り、昇給、賞与への反映に取り組んでいきます。 

資格手当制度の充実を図るなど、へ取り組んでいきます。 

職場内におけるコミュニケーションを積極的に図り、職員同士の相互理解や協力体制の構築に努め

ました。 

育児関連休暇や介護関連休暇の制度改正について周知するなど、多様な制度を利用できるよう職

場環境の整備に努めました。 

 

年代別離職率の男女差 

 令和２年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 

全体 4.2％ 16.3％ 4.2％ 5.4％ 5.0％ 8.7％ 4.6％ 7.3％ 

19歳以下 ― ― ― ― ― ― ― ― 

20～24 14.7％ 12.5％ 8.1％ 66.7％ 8.1％ 66.7％ 7.5％ 0.0％ 

25～29 5.3％ 36.4％ 13.6％ 5.6％ 11.9％ 35.0％ 9.5% 14.3％ 

30～34 4.5％ 11.1％ 0.0％ 14.3％ 6.9％ 16.7％ 3.6％ 9.1％ 

35～39 8.7％ 23.1％ 4.2％ 11.1％ 0.0％ 12.5％ 0.0％ 16.7％ 

40～44 0.0％ 7.1％ 0.0％ 0.0％ 4.2％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 

45～49 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 4.5％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 

50～54 4.3％ 6.7％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 2.6％ 10.5％ 

55～59 0.0％ 0.0％ 2.7％ 0.0％ 2.7％ 0.0％ 11.1％ 0.0％ 

60歳以上 0.0％ 66.7％ 12.5％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 11.1% 

 

③超過勤務時間の縮減 

所属長が各職員の担当業務の進捗状況を定期的に把握・確認し、業務分担の見直しに努めました。 

部署内で院内ＬＡＮを活用して各職員のスケジュールや業務を共有して、業務の効率化に取り組んで

いきます。 

所属長に対し、時間外勤務の事前申請制の徹底を促し、時間外勤務の管理の徹底を図りました。 

第 2・第 4水曜日のノー残業デーを院内ＬＡＮにて周知し、時間外勤務の縮減を図りました。 

 



職員一人あたりの月平均時間外勤務時間数 

初期値（Ｒ１） 令和３年度 令和４年度 令和５年度 目標値（Ｒ７） 

2.9時間 5.9時間 6.6時間 7.1時間 7.0時間 

 

 

３ ハラスメントを許さない職場の実現 

（１）ハラスメントへの取り組み 

総務課および外部にハラスメントに対する相談窓口を整備し、相談に対して迅速に対応できる環境整

備に努めました。 

ハラスメントに関する研修を実施し、ハラスメントのない職場づくりに取り組んでいきます。 

 

 

 Ⅱ 女性の職業選択に資する情報の公表                                      

 「職業生活における機会の提供に関する実績」及び「職業生活と家庭生活との両立に資する勤務環境の整

備に関する実績」については、以下のとおりです。 

 

１ 職業生活における機会の提供に関する実績 

（１）採用した職員に占める女性職員の割合（４月１日現在） 

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 

71.4％ 82.8％ 85.2％ 90.0％ 72.7％ 

 

（２）採用試験の受験者の総数に占める女性職員の割合（実施年度） 

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 

61.5％ 70.4％ 68.2％ 64.7％ 

 

（３）職員に占める女性職員の割合（４月１日現在） 

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 

72.5％ 72.1％ 71.7％ 71.9％ 72.3％ 

 

（４）管理職に占める女性職員の割合（４月１日現在） 

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 

35.4％ 32.7％ 32.7％ 32.1％ 32.1％ 

 

（５）各役職段階にある職員に占める女性職員の割合（４月１日現在） 

 令和 2年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 

部長級 14.2％ 12.5％ 12.5％ 12.5％ 11.1％ 

課長級 39.0％ 36.9％ 36.2％ 35.4％ 36.2％ 

係長級 68.0％ 64.2％ 61.5％ 63.3％ 61.1％ 

 

 



２ 職業生活と家庭生活との両立に資する勤務環境の整備に関する実績 

（１）男女別の育児休業取得率 

職種 性別 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

全体 
女性 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 

男性 0.0％ 0.0％ ― 50.0％ 75.0％ 

医師 
女性 ― ― ― ― ― 

男性 ― ― ― ― ― 

看護職 
女性 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 

男性 0.0％ ― ― ― 100.0％ 

医療技術職 
女性 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 

男性 0.0％ 0.0％ ― 100.0％ 66.7％ 

事務職 
女性 100.0％ ― ― ― ― 

男性 ― 0.0％ ― 0.0％ ― 

会計年度 
女性 ― ― ― ― 100.0％ 

男性 ― ― ― ― ― 

 

（2）育児休業取得期間の分布状況 

職種 性別 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

１年以上 
女性 1人 ― ― ― ― 

男性 ― ― ― ― ― 

6ヶ月以上 

１年未満 

女性 5人 11人 8人 11人 9人 

男性 ― ― ― ― 1人 

6ヶ月未満 
女性 1人 ― ― ― 1人 

男性 ― ― ― 2人 2人 

 

（３）時間外勤務の状況（月平均） 

初期値（Ｒ１） 令和３年度 令和４年度 令和５年度 目標値（Ｒ７） 

2.9時間 5.9時間 6.6時間 7.1時間 7.0時間 

 

（４）年次有給休暇の平均取得日数 

職種 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

全体 6.6日 7.2日 8.2日 9.1日 9.6日 

医師 3.3日 5.6日 5.4日 6.7日 6.8日 

看護職 6.3日 6.5日 7.7日 8.8日 9.1日 

医療技術職 9.4日 10.0日 11.4日 11.5日 11.7日 

事務職 6.4日 7.6日 7.4日 7.6日 9.6日 

会計年度 ― ― 8.7日 9.8日 10.1日 

 


